
長崎県地学会誌 第 27号 (1977)

香焼島南部の古第二紀層の観察

長崎西南部 )
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連体の初 日で,春の野外巡検会には絶好の好

天気に恵まれた。会員のほか,小,中 ,高校生

が多数参加 し,若 さがあふれていた。前日の19

日は小,中学校で卒業式があり,卒業生が何人

も参加 していた。

膿ヘ

竹崎

藤

田

近

浜

(長 崎大学地学教室 )

(香焼小学校 )

香焼小学校前に 10時 に集まり,石井哲夫副

会長 と事務局か ら石川直衛会員が開会あいさつ

をされた。世話人が紹介 されたあと巡検に出発

した (第 1図 )。
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第①地点……香焼層の礫質砂岩と頁岩

香焼小学校正門前の崖には,硬 くて厚 い礫質

砂岩 とその上に重 なる厚 い黒灰色 頁岩が露出 し

ている。礫は よく円磨 されている。砂岩 には葉

理がある。頁岩はボロボロと崩 れやすい。左方

の崖には,ほ ぼ東西方向 に走 る断層があ り,頁

岩層のす ぐ左側 に砂岩層 が接 している。 この砂

岩層は下部に立派な偽層がみ られ る。

本村 をす ぎ丘 を登 りつめ ると,丘 の斜 面を利

用 して階段状に積 み重ねて建 て られた香焼町職

員住宅が ある。今 日の世話人 をしている浜田は

ここに住 んでいるので,住宅の中 にも案内す る

ことができた。

第②地点……二子島層が露出する崖

自瀬か ら竹崎鼻 までは埋 め立て られていて ,

丘の方 は約 40mも の高 さで削 られた崖になっ

ている。石炭 ,炭質頁岩,頁岩,砂 岩,泥岩層

が北東に傾斜 して見事に露出 している。 ここは

二子島層下部層 である。 3枚 の石炭層が認め ら

れ る (第 2図 )。 石炭 は数cmも の大 きさで板状

^～ レンズ状に割れ,そ の表面は鏡面状に光 って

い る。崖に登って化石 を探すが,炭化木片や砂

管 か沢山みつか る。員イヒ石 は見つか らない。

崖下には硬 くて縞状模様 をした珪イヒ本が沢 山 こ

ろかっている。珪化本 は非常に硬い ため,石炭

を堀 る時 は,や っかいな物 だ と松島工業高校の

先生か らうかがった、。炭鉱 では珪イヒ木 を
敏
松岩"

とよんでいる。

第③地点……ボタ山と竹崎の化石

ここはかっての香焼島鉱業所のボタ山である。

竹崎鼻の所まで護岸工事がなされ,ボ タで埋め

られている。 ここのボタは端島層か ら石炭採掘

で出た もので長尾巧 (1927)の 化石帯の

び″′″θ″′″α″′αχブ″ο″た″S Zο ″′に属する

化石がとれる。それぞれイヒ石を探すがボタが古

いせいかほとんど見つか らない。 珪化本は多

い。松村昭彦会員は,3′ ノ′α解″α(タ ニシ類のイヒ
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第 2図 第②地点の柱状図

石)をみつけた。世話人の近藤は下見をした時,

θ″ルα″ノαχノα′θ″J′″S ⅣИθノリを見つけた。こ

のボタ山の下には二子島層最下部が露出 し,雲

母片が多い黒っぽい泥質砂岩層か らイヒ石を産し

た (第 3図 )。 σαノノJs′α″Jαル″sJs(ル修κ ),

Ⅳα′たα′ο′′″たα腸僣ИO,P力αχαs多 ″′υJ∫ 等が採

集できた。 ここは長尾巧博士が, 二θあ′″θ″ノー

カα″ノαχブα′ο″た″∫Zθ ″′としたものに入る

であろう。

12時 も過 ぎ,春 の陽ざしが強 く感 じられる。

ボタ山の下では枯れたススキが腰 をおろす敷 き

物 となる。潮風 を感 じなから昼食をとる。食後,
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全員で丸 く輪をつくり,自 己紹介が始 まる。昨

日梅ケ崎中学校を卒業 した7人 をはじめ,遠 く

は佐世保,佐賀か らも参加 された。事務局か ら

会務報告,図書類が販売 される。石川会員が持

参 してきた高島層群でとれたイヒ石がみんなに見

せられた。

l時 30分過 ぎ,安保部落にある旧炭鉱住宅

街を通 りすぎる。附近の桜は3～ 7分咲 きで,

暖かな島の様子が うかがえた。

第④地点……紫赤色頁岩

天神山周辺は F香焼島総合公園」として開発

が進行中で,ブル ドーザーに削 り取 られてでき

た崖には香焼層の砂岩と紫赤色頁岩 (パープル・

シエール )が露出する。 この頁岩はチョコレー

ト色～紫色で,水 を吸 うとドロドロした軟35な

粘土になぅてしまう。 ここの頁岩が色が赤紫な

のは,高 島地区でなされた研究で,赤鉄鉱 と考

えられる極めて微粒な粒子が紫赤色 を呈する原

因だと報告されている (三木孝 ら, 19ケ 7,

日本地質学会講演要旨 )。

炭質頁岩

頁岩

第5図 第③地点の露頭

断層N60W68S

第⑤地点0,・ …二子島層の露頭

この附近 を地質調査 された石井副会長が説明

をなされる。炭質頁岩,砂岩,泥岩層は第②地

点 と同様な特徴を もつので,二子島層 と考 えら

れる。泥岩層には地層面と直交 して褐鉄鉱脈が

l cm程 度の厚さで何枚 もできている。第④地点,

第⑤地点間には違った時代にできた地層が接近

し,南西側が新しい地層であることから,南 西

側が落ちた断層が推定される。

夏は海水浴場になる辰ノロにつく。対岸に見

える沖ノ島には貯油タンク,伊王島教会が望め

る。 ここは厚い礫質砂岩で,再 び香焼層が現わ

れている。記念に全員で写真をとったあと,3

時すぎ帰途につく。大急 ぎで島を横断 し本村ヘ

もどる。本村バス停留所で散会のあいさつをお

え, 3時 37分 ,茂里町行,長崎バスに乗 るこ

とができた。春の爽快な一日,程 よく汗を流 し

楽 しい巡検であった。

(参加者34名 )

(昭和 52年 7月 7日 受理 )

ボタ山
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昼過 ぎか ら雨 とい う天気予報 ではあったがあ

えて出発 した。

①の地点,小 さな竹薮の東端より下に降りる

小径があり,海岸をさらに東方へ約 50～ 60

m行 った所の低潮位汀線 に花商岩 (中生代 )と

西彼杵層群七釜砂岩層 (漸新世後期 )と の不整

合面が観察 で きる。現在の波打 ち際のゴロゴロ

とした転石の部分に下位の花間岩が顔 を出 し,

約 lmぐ らいの厚 さの基底礫岩, そして七釜砂

岩 となっている。満潮時 には海中に没するけれ

ども教科書的 な不整合面 である。花同岩は新鮮

な閃雲花岡岩である。基底礫岩の礫質は lm大

の花聞岩, 5 0cm以下の黒色片岩,珪岩,そ し

て黒色 チャー ト,な どである。上位の七釜砂岩

は粗粒 でθ∫′″′α などの員イヒ石片が多量に含 ま

れている。

この不整合面 をみていると, ちょうど現在 と

同 じような環境,転石が ゴロゴロしていて常 に

波 に洗われているような所 に急激な海進が一気

に進んだのではないかと想像される。①の地点

からさらに東へ100～ 150m進 んだ所の海

食崖に も不整合面がある。 ここでは基底礫岩を

欠いている。不整合面から2 0cmば か りはやや

風イヒしているがそれより下位は新鮮な花商岩 と

なっている。不整合面直上の砂岩は中粒で貝化

石片,サ ンドパイプ,小礫などを含んでいる。

この不整合面を観察 し終 った頃より雨が徐々

大瀬戸町高帆山周辺の地質

板 浦

に強くなり車に分乗して②の花商岩を見に行く。

岩石名は角閃石黒雲母花商岩で特に角閃石は大

きくl cm以 上の結晶 もみ られる。又部分的 には

肉紅色 をした長石を多量に含んでいる。 この花

同岩は呼子 ノ瀬戸断層の影響 を うけているとい

う。特に③ では肉眼的 に も圧力 を受 けた感 じが

顕著 で,鏡下では石英 はすべて波動消光 し,又 3

雲母,角 閃石 も屈曲 し波動消光す る。

② では幅 6m,北 西―南東方向の玄武岩の岩

脈 も観察 できる。

昼 すぎには ドシャ降 りに近 い雨 とな り,農家

の作業小屋 を借 りて昼食, ミーティングを行 な

った。

西彼杵高校
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